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Ⅵ 参考資料
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平成 年度 食に関する指導全体計画 （小学校例）

児童の実態 学 校 教 育 目 標 秋田市教育の重点 身に付けさせたい力
・食べ物に対する興味関心が高いとはいえない。 ・食に関わる人々や食物について感謝する心
・自尊感情、自己肯定意識が高いとはいえない。 きらきら輝く子どもの育成 ・食の安全や食文化についての知識・理解
・食育を組織的に行っているとはいえない。 ・食を選択・判断し実践する力
・農園での体験活動を行っている。 ～夢に向かって、心豊かに、学び合う子どもを目指して～ ・食に関わる活動をとおして育む社会性

食に関する指導の目標
①様々な農業体験を通し、食に関わる人々や自然の恵みや食べ物へ感謝する心をもつ。 （感謝する心）
②地域で育てた作物や郷土に伝わる料理に親しむことでふるさとに愛着をもつ。 （郷土愛）
③食物生産に関わる一連の活動を通し、働くことや人に関わることの大切さに気付く。 （社会参画意識）
④給食指導や教科・領域での指導を通し、食生活を主体的に営む力を身につける。 （望ましい食習慣）
⑤食に関わる活動を通し、自分の頑張りが人の役に立っていることに気付く。 （自尊感情の高まり)

幼稚園・保育所 各 学 年 の 食 に 関 す る 指 導 の 目 標 中学校

・幼稚園・保育所 低 学 年 中 学 年 高 学 年 ・社会生活に通用
の食に関する指 する正しい食習
導の違いに配慮 ○食べ物に興味をもち、いろいろな食べ ○料理の名前や料理に使われている食材を知 ○献立の意味や価値を知り、自分なりに考 慣やマナーを身
する。 物がわかる る えて食べる に付けさせる。

・入学時の情報交 ・進学時の情報交
換。. ○食べ慣れないものでも少しずつ食べよ ○健康に過ごすことを意識して、いろいろな ○食事が体に及ぼす影響や食品をバランス 換。

うとする 食べ物を好き嫌いせずに食べようとする よく組み合わせて食べることの大切さを
理解し、一食分の食事を考えられる

○食に関係した体験を通して食を楽しむ ○楽しく食事をすることが健康に大切なこと ○楽しく食事することが人と人のつながり
気持ちをもつ だとわかる を深め、豊かな食生活につながることが

わかる
○食に関係した体験を通して知識を広げる ○食糧生産や流通、消費に関わることにつ

いての体験を通し、知識を広げる
○味の好みや文化の違いなど他者との違い
を認め合う

○衛生的に食事の準備や後片付けができる ○衛生に気を付けて、簡単な調理ができる

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

給食のきま 食べること 身の回りを 仲良く楽し 好き嫌いをしないで食べよ 上手な食べ 感謝して食 冬の食生活 給食の歴史を知ろう 給食の振り

学 りを覚えよ について考 清潔にしよ く食べよう う 方をしよう べよう を考えよう 返りをしよ

級 う えよう う う

活 ・身体計測 ・運動会 ・修学旅行 ・避難訓練 ・夏休み ・避難訓練 ・秋休み ・残量調査 ・個人面談 ・冬休み

動 ・避難訓練 ・校外学習 ・個人面談 ・身体計測 ・宿泊研修 ・学習発表 ・冬休み ・身体計測

・残量調査 ・夏休み 会 ・雪国防災

・保護者面 訓練
談

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年

【生活】 【生活】 【国語】 【社会】 【社会】 【社会】

・だいすきいっぱい ・ぐんぐんそだて ・すがたを変える大豆 ・わたしたちの県の ・食料生産を支える人々 ・国づくりへの歩み

教 いいなん ・ひろがれわたし ・たべもののひみつを まちづくり ・生活環境を守る人々 ・戦争と人々の暮らし

科 ・みんなのにこにこだいさ 【学級活動】 教えます 【理科】 【理科】 ・日本とつながりの深い

・ くせん ・大きくそだてさつまいも 【社会】 ・あたたかくなると ・植物の発芽と成長 国々

領 ・もうすぐみんな２年生 ・やさいパワーで ・店で働く人と仕事 ・暑くなると ・人のたんじょう 【理科】

域 【学級活動】 元気いっぱい ・農家の仕事 ・すずしくなると 【家庭】 ・動物のからだのはたらき

等 ・きゅうしょくじまへ 【国語】 【理科】 【体育】 ・はじめてみよう ・植物のからだのはたらき

と ようこそ ・春（夏・秋・冬）がいっ ・たねをまこう ・育ちゆくからだとわたし クッキング ・生き物のくらしと環境

の ・さつまいもパーテｲーを ぱい ・どれくらいそだったかな 【学級活動】 ・食べて元気に ・地球に生きる

関 しよう ・今週のニュース ・花がさいたよ ・給食パワーを 【体育】 【家庭】

連 ・きゅうしょくかんしゃしゅうかん ・かんさつ名人になろう ・実ができたよ 発見しよう！ ・心の発達 ・いためて作ろう朝食のおか

～かんしゃのメッセージをかこう～ 【図工】 ず

・にこにこべんとうペタン ・くふうしようおいしい食事

コランチ 【体育】

【体育】 ・病気の予防

・毎日の生活と健康

１ 主として自分自身に関すること（低）（中）（高） １－（１）

道 ２ 主として他の人との関わりに関すること （低）（中） ２－（１）（４） （高）２－（１）（５）

３ 主として自然や崇高なものとの関わりに関すること （低）（中）（高） ３－（１）（２）

徳 ４ 主として集団や社会との関わりに関すること （低） ４－（２）（４） （中） ４－（２）（３）（５）（６） （高） ４－（２）（４）

総 たんけん！発見！～みんなす かがやく命 かがやけ命 米からはじまる「食」物語 広げよう世界を！

合 てきにかがやこう～ ・めざせ TENNSAI！ ・作ろう！おいしい飯南米 見つめよう自分を！

学 ・飯南発見！たんけんたい ニンジンレンジャー ・わたしたちの食を ・見直そう！秋田の食

習 ・みんなのかがやきたんけん 考えよう ・広げよう！発信しよう！秋

たい 田の食

家庭・地域との連携 学校だより 給食だより 保健だより 学校給食試食会 保護者面談 学校保健委員会

食生活に関心をもち、豊かな食生活を営んでいこうとする児童を育てたいと考えている。そのために学校活動の様々な場面を通じて、よりよ

い食事の在り方やその重要性、小学生に必要な栄養とその望ましい取り方、児童個々の食事の状態などについて、啓蒙したり、情報交換を行っ

たり、助言をしたりしていく。

地場産物活用の方針 児童がノーザンビレッジでの農作業体験を通して収穫した食材を給食に取り入れたり、親子料理教室に使用したりすることで、食物の生産に

関わる人々への感謝の気持ちや、食を楽しむ心を育てる。また、秋田の自然の恵みのよさやありがたさを実感したり、地域で生産されたものを

食することがそこに住む人々の暮らしにとって最適であることを知るよい機会ととらえ、「まるごと秋田を食べよう給食」をはじめ、地元で生

産された食品を活用する機会を意図的に設定するとともに、学校放送や給食だよりを通じて児童や家庭に地場産物活用のよさを伝えていく。

個別相談指導の方針及び取り 毎年、年度の初めに提出される児童の健康調査書と定期健康診断の結果を基に、保護者に働きかけて栄養指導を行ったり、栄養に関する相談

組み方 を受け付けたり、場合によっては、医療機関での診察を進めたりしている。また、それについては学校内の全職員が共通理解できる機会を設定

している他、児童の健康観察を細かに行い変化がある場合は迅速に対応するように努めていく。
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平成 年度 食に関する指導 年間指導計画（第１学年） 秋田市立小学校＜例＞
月 ４ ５ ６ ７ ８・９ １０ １１ １２ １ ２ ３

給食の時間 給食のきまりを 食べることにつ 身の回りを清 仲良く楽しく 好き嫌いしな 上手な食べ方 感謝して食べ 冬の食生活を 給食の歴史を考えよう 給食の振り返

特 における指 覚えよう いて考えよう 潔にしよう 食べよう いで食べよう をしよう よう 考えよう ～給食ありが りをしよう

別 導 とう月間

活（学級活動）きまりに従って いろいろな食材 梅雨時の衛生 教室をきれい 栄養の偏りと ごはんパン、 作ってくれた 献立に興味を 歴史を学び、食べ物を粗 １年間の給食

動 手早く準備や後 を知り、好き嫌 に気をつけ、 にし、楽しい 病気との関係 おかず、牛乳 人に感謝して もつ。 末にしないで食べる。 を振り返る。

始末をする。 いしないで食べ 手洗いや後始 雰囲気で食べ について知る。は交互に食べ 食べる 寒さから体を 給食に携わる先生たちや

る。 末をしっかり る。 る。 守る食べ物に 給食に感謝する。

する。 ついて知る。

ぱくぱくタ 給食のきまり 給食で使われる 朝ごはんにつ 会食のマナー 豆と魚の栄養 口内調味やう 給食が作られ 郷土料理や 給食の歴史について 成長期に必要

イム について 食材や料理の組 いて について について まみについて るまでと給食 日本型食生活 な栄養につい

（食の指導） み合わせ に携わる人々 のよさについ て

について について て

ドリームタ 顔合わせ会 ふるさと探検 音楽集会 花の片付け おわかれ会食

イム活動・ 花の苗を植える なかよし給食 音楽集会

音楽集会

生活 だいすき いっぱい いいなん～がっこうたんけん～ みんなのにこにこ大さくせん もうすぐみんな２年生

教 きょうから なかよしいっぱ がっこうたん きゅうしょく 家族のにこにこを調べ、食に関して自分がで 給食やぱくぱくタイムを

科 いちねんせい いだいさくせん けん～給食室 のせんせいに きることを考え、実践しよう。 通して自分の成長を振り

等 メッセージを 返ろう。

と かこう

の 学級活動 農作業体験 感謝のメッセ

関 サツマイモの サツマイモのお世話をしよう サツマイモを サツマイモパ ージを給食の

連 苗を植えよう （山づくり・草取り） 収穫しよう ーティーをし 先生方に書こ

よう う

道徳 1－(1) 4－(4) 4－(1) 2-(4) 2-(4) 1－(1) 2-(4) 4-(5) 2-(4) 1－(1)

節度ある生活態 愛校心 公徳心 感謝 感謝 節度ある生活 感謝 郷土愛 感謝 節度ある生活

度 態度 態度

献 地産地消 きのこ たけのこ 山菜 ねぎ ごぼう にんじん アスパラガス ブロッコリー チンゲンサイ きゅうり 大豆製品 ハタハタ ほうれんそう さやいんげん な

立 旬の食材 す かぼちゃ トマト 枝豆 オクラ とうもろこし 大根 じゅんさいジャガイモ 白菜 小松菜 ご飯（あきたこまち） 牛乳

配 行事食・ 端午の節句 七夕 お月見 郷土料理 冬至・クリスマス 節分 桃の節句

慮 食文化 「ハピネッツ選手と会食」「まるごと秋田をたべよう」

アレルギー対応 教職員研修 アレルギーをもつ子どもへの対応 毎月の給食の対応確認書・保護者との連絡（面談）



平成 年度 食に関する指導 年間指導計画（第２学年） 秋田市立小学校
月 ４ ５ ６ ７ ８・９ 10 11 12 １ ２ ３

給食の時間 給食のきまりを 食べることにつ 身の回りを清 仲良く楽しく 好き嫌いしな 上手な食べ方 感謝して食べ 冬の食生活を 給食の歴史を考えよう 給食の振り返

特 における指 覚えよう いて考えよう 潔にしよう 食べよう いで食べよう をしよう よう 考えよう ～給食ありが りをしよう

別 導 とう月間～

活（学級活動）上手に手洗いを 給食にはいろい 身支度をきち 教室をきれい 丈夫な体を作 よくかんで時 食前、食後の 献立に関心を 給食の歴史を知り、残さな １年間の給食

動 する。 ろな食材が使わ んとする。ハ にし、仲良く るために食べ 間内で食べる あいさつをす もつ。 いで食べる。 を振り返る。

当番の仕事を覚 れていることを ンカチ、ナプ 楽しく食べる。慣れない食品 努力をする。 る。 体が温まる食 感謝の気持ちを表する。

える。 知り、食べるこ キンの使い方 でも、少しず あいさつを正 収穫したサツ べ物について

とに意欲をも を知る。 つ食べられる しくする。 マイモをみん 知る。

つ。 ように努力す なで味わって

る。 食べる。

ぱくぱく 給食のきまり 給食で使われる 朝ごはんにつ 会食のマナー 豆と魚の栄養 口内調味やう 給食が作られ 郷土料理や 給食の歴史について 成長期に必要

タイム について 食材や料理の組 いて について について まみについて るまでと給食 日本型食生活 な栄養につい

（食の指導） み合わせ に携わる人々 のよさについ て

について について て

ドリーム 顔合わせ会 ふるさと探検 音楽集会 花の片付け ありがとう会

タイム活動 花の苗植え なかよし給食 食

・音楽集会 音楽集会

学級活動 校外学習に行 できたよ、み たべものパワ かぜなんかふ

こう んなのサツマ ーで元気いっ っとばせ

イモ ぱい

教 生活科 きょうから２年 ぐ ん ぐ ん そ だ て あそんでためしてくふうして ひろがれわたし

科 生 自分で選んだ野 野菜の栽培・ 野菜の収穫・ 野菜の収穫・ 食に関係ある出し物も作ろう。自分の成長と食との関わり

等 菜の苗植え 収穫 おいしく食べ おいしく食べ を振り返り、今後の食生活

と 食に関係あるめ よう よう を考えよう。

の あてを考えよ 農作業体験

関 う。 サツマイモの サツマイモの サツマイモを

連 苗を植えよう 草取りをしよう 収穫しよう・食べよう

国語科 春がいっぱい 今週のニュース かんさつ名人 夏がいっぱい 秋がいっぱい 冬がいっぱい

になろう

道徳 1－(1) 4－(4) 4－(1) 2－(4) 2－(4) 1－(1) 2－(4) 4－(5) 2－(4) 1－(1) 2－(4)

節度ある生活態 愛校心 公徳心 感謝 感謝 節度ある生活 感謝 郷土愛 感謝 節度ある生 感謝

度 態度 活態度

献 地産地消 きのこ たけのこ 山菜 ねぎ ごぼう にんじん アスパラガス ブロッコリー チンゲンサイ きゅうり 大豆製品、ハタハタ ほうれんそう さやいんげん なす

立 旬の食材 かぼちゃ トマト 枝豆 オクラ とうもろこし 大根 じゅんさい じゃがいも さつまいも 白菜 小松菜 ご飯（あきたこまち） 牛乳

配 行事食・ 端午の節句 七夕 お月見 郷土料理 冬至・クリスマス 節分 桃の節句

慮 食文化 「ハピネッツ選手と会食」「まるごと秋田をたべよう」

アレルギー対応 教職員研修 アレルギーをもつ子どもへの対応（エピペン講習） 毎月の給食の対応確認書・保護者との連絡（面談）



平成 年度 食に関する指導 年間指導計画（第３学年） 秋田市立小学校
月 ４ ５ ６ ７ ８・９ 10 11 12 １ ２ ３

給食の時間 給食のきまりを 食べることにつ 身の回りを清 仲良く楽しく 好き嫌いしな 上手な食べ方 感謝して食べ 冬の食生活を 給食の歴史を考えよう 給食の振り返

特 における指 覚えよう いて考えよう 潔にしよう 食べよう いで食べよう をしよう よう 考えよう ～給食あり りをしよう

別 導 がとう月間

活（学級活動）きまりに従って いろいろな食材 梅雨時の衛生 教室をきれい 栄養の偏りと ごはんパン、 作ってくれた 献立に興味を 歴史を学び、食べ物を粗 １年間の給食

動 手早く準備や後 を知り、好き嫌 に気をつけ、 にし、楽しい 病気との関係 おかず、牛乳 人に感謝して もつ。 末にしないで食べる。 を振り返る。

始末をする。 いしないで食べ 手洗いや後始 雰囲気で食べ について知る。は交互に食べ 食べる 寒さから体を 給食に携わる先生たちや

る。 末をしっかり る。 る。 守る食べ物に 給食に感謝する。

する。 収穫した枝豆 ついて知る。

をみんなで味

わって食べる。

ぱくぱくタ 給食のきまり 給食で使われる 朝ごはんにつ 会食のマナー 豆と魚の栄養 口内調味やう 給食が作られ 郷土料理や 給食の歴史について 成長期に必要

イム について 食材や料理の組 いて について について まみについて るまでと給食 日本型食生活 な栄養につい

（食の指導） み合わせ に携わる人々 のよさについ て

について について て

ドリームタ 顔合わせ会 ふるさと探検 音楽集会 花の片付け おわかれ会食

イム活動・ 花の苗を植える なかよし給食 音楽集会

音楽集会

総合的な学 オリエーテーシ ＜わくわくを体験しよう＞ ＜みんなすてきにかがやこう＞

教 習の時間 ョン ～わくわく飯南たんけんたい～ ～みんなのかがやきたんけんたい～

科 地域探検 市民市場買い JA婦人部 販売体験 地域のために 地域のため 地域のため １年間の学習

等 物体験 直売所探検 頑張っている に頑張ってい に自分がで を振り返り、

と 人を見つけよ る人々から学 きることを 自分の成長（か

の う ぼう 考えよう がやき）を実

関 栽培 ～農作業体験～ 収穫 感しよう

連 枝豆を植えよう 枝豆を育てよう 枝豆を収穫し 大豆のひみつ 調べた事を紹

よう 教えます 介します

各教科 もっと知りたい 植物を育てよう 秋田市を紹介 どれくらい大 実ができたよ すがたを変え 食べ物のひみ お弁当を作ろ よい聞き手に ありがとう 毎日の生活と

みんなのまち （理） しよう（社） きくなったか （理）店で働 る大豆（国） つ 教 え ま す う（図） なろう（国） をつたえよ 健康（保）

（社） な（理） く 人 と 仕 事 農 家 の 仕 事 （国） う（国）

（社） （社）

道徳 １－（１）節度 ４－（４） ４－（１） １－（１）節 ４－（２）勤 １－（１）節 ふるさといい じゃがいもの ２－（４） ２－（４）１－（１）節

ある生活態度 愛校心 公徳心 度ある生活態 労社会への奉 度ある生活態 とこさがし うた 尊敬感謝 尊敬感謝 度ある生活態

度 仕 度 度

献 地産地消 きのこ たけのこ 山菜 ねぎ ごぼう にんじん アスパラガス ブロッコリー チンゲンサイ きゅうり 大豆製品 ハタハタ ほうれんそう さやいんげん なす

立 旬の食材 かぼちゃ トマト 枝豆 オクラ とうもろこし 大根 じゅんさい ジャガイモ 白菜 小松菜 ご飯（あきたこまち） 牛乳

配 行事食・ 端午の節句 七夕 お月見 郷土料理 冬至・クリスマス 節分 桃の節句

慮 食文化 「ハピネッツ選手と会食」「まるごと秋田をたべよう」

アレルギー対応 教職員研修 アレルギーをもつ子どもへの対応 毎月の給食の対応確認書・保護者との連絡（面談）



平成 年度 食に関する指導 年間指導計画（第４学年） 秋田市立小学校
月 ４ ５ ６ ７ ８・９ 10 11 12 １ ２ ３

給食の時間 給食のきまりを 食べることにつ 身の回りを清 仲良く楽しく 好き嫌いしな 上手な食べ方 感謝して食べ 冬の食生活を 給食の歴史を考えよう 給食の振り返

特 における指 覚えよう いて考えよう 潔にしよう 食べよう いで食べよう をしよう よう 考えよう ～給食あり りをしよう

別 導 がとう月間

活（学級活動）きまりに従って いろいろな食材 梅雨時の衛生 教室をきれい 栄養の偏りと ごはんパン、 作ってくれた 献立に興味を 歴史を学び、食べ物を １年間の給食

動 手早く準備や後 を知り、好き嫌 に気をつけ、 にし、楽しい 病気との関係 おかず、牛乳 人に感謝して もつ。 粗末にしないで食べる。を振り返る。

始末をする。 いしないで食べ 手洗いや後始 雰囲気で食べ について知る。は交互に食べ 食べる 寒さから体を 給食に携わる先生たち

る。 末をしっかり る。 る。 守る食べ物に や給食に感謝する。

する。 収穫したニン ついて知る。

ジンを料理し

て食べる。

ぱくぱくタ 給食のきまり 給食で使われる 朝ごはんにつ 会食のマナー 豆と魚の栄養 口内調味やう 給食が作られ 郷土料理や 給食の歴史について 成長期に必要

イム について 食材や料理の組 いて について について まみについて るまでと給食 日本型食生活 な栄養につい

（食の指導） み合わせ に携わる人々 のよさについ て

について について て

ドリームタ 顔合わせ会 ふるさと探検 音楽集会 花の片付け おわかれ会食

イム活動・ 花の苗を植える なかよし給食 音楽集会

音楽集会

総合的学習 オリエーテーシ ＜つながる命・かがやく命＞ ＜つながる命・かがやけ命＞

教 ョン ～ 大きく育て！ ニンジンレンジャー ～ ～ 今までの自分・これからの自分 ～

科 「命」について 体を作る栄養 ニンジンにつ ニンジンの料 収穫セレモニ 自分の誕生の 支えてきてく 自分の成長をまとめ、 １年間の学習

等 考える について考え いて調べよう 理について調 ーを計画しよ 秘密を調べよ れた人に感謝 今までの自分や、これ を振り返ろう。

と (イメージマッ よう べよう う う しよう からの自分について考

の プ) えよう。

関 ～ 農作業体験 ～

連 ニンジンの種ま ニンジンを育てよう ニンジンを収 ニンジンを料

をしよう 穫しよう 理しよう

各教科 あたたかくなる 春のうた（国） 給食パワーを 暑 く な る と 自分の考えを すずしくなる 育ちゆく体と 寒 く な る と わたしの研究 生き物の 十年後のわた

学級活動 と（理） 発見（学） （理） 伝 え る に は と（理） わたし（保） (理) レポート（国）１年を振 しへ（国）

（国） り返って

(理)

道徳 １－（１）節度 ４－（４） ４－（１） ２－（４） ２－（４） １－（１）節 ２－（４） ４－（５） ２－（４） ２－（４）１－（１）節

ある生活態度 愛校心 公徳心 感謝 感謝 度ある生活態 感謝 郷土愛 感謝 感謝 度ある生活態

度 度

献 地産地消 きのこ たけのこ 山菜 ねぎ ごぼう ニンジン アスパラガス ブロッコリー チンゲンサイ きゅうり 大豆製品 ハタハタ ほうれんそう さやいんげん

立 旬の食材 なす かぼちゃ トマト 枝豆 オクラ とうもろこし 大根 じゅんさい ジャガイモ 白菜 小松菜 ご飯（あきたこまち） 牛乳

配 行事食・ 端午の節句 七夕 お月見 郷土料理 冬至・クリスマス 節分 桃の節句

慮 食文化 「ハピネッツ選手と会食」「まるごと秋田をたべよう」

アレルギー対応 教職員研修 アレルギーをもつ子どもへの対応（エピペン講習） 毎月の給食の対応確認書・保護者との連絡（面談）



平成 年度 食に関する指導 年間指導計画（第５学年） 秋田市立小学校
月 ４ ５ ６ ７ ８・９ 10 11 12 １ ２ ３

給食の時間 給食のきまりを 食べることにつ 身の回りを清 仲良く楽しく 好き嫌いしな 上手な食べ方 感謝して食べ 冬の食生活を 給食の歴史を考えよう 給食の振り返

特 における指 覚えよう いて考えよう 潔にしよう 食べよう いで食べよう をしよう よう 考えよう ～給食ありが りをしよう

別 導 とう月間～

活（学級活動）きまりの確認を 理想的な食事の 身支度、手洗 楽しい会食の 栄養の偏りと ごはんパン、 食品ができる 献立の内容を 給食の歴史や食べ物の大 １年間の給食

動 する。 組み合わせを知 いの大切さを 工夫をする。 病気との関係 おかず、牛乳 まで多くの人 考える。 切さを知り、食べ物を粗 を振り返る。

きまりに従って り、好き嫌いし 理解し、実行 話題と声の大 について知好 は交互に食べ の苦労があっ 寒さから体を 末にせず用具も大切にす

手早く準備や後 ないで食べる。 する。 きさを考えて き嫌いをしな る。 たことを考え 守る食べ物や る。

始末をする。 梅雨時の衛生 食べる。 いで食べる。 収穫したかぼ て、感謝して 栄養素につい 感謝の気持ちを表す。

を理解する。 ちゃをみんな 食べる。 て知る。

で味わって食

べる。

ぱくぱく 給食のきまり 給食で使われる 朝ごはんにつ 会食のマナー 豆と魚の栄養 口内調味やう 給食が作られ 郷土料理や 給食の歴史について 成長期に必要

タイム について 食材や料理の組 いて について について まみについて るまでと給食 日本型食生活 な栄養につい

（食の指導） み合わせ に携わる人々 のよさについ て

について について て

ドリーム 顔合わせ会 ふるさと探検 音楽集会 花の片付け ありがとう会

タイム活動 花の苗を植える なかよし給食 食音楽集会

・音楽集会

総合的な オリエーテーシ ＜米から始まる「食」物語＞ ＜考えよう！わたしたちの「食」＞

教 学習の時間 ョン ～３０周年記念米「超う米」を作ろう～ ～ チャレンジ！かぼちゃ作り ～ ～これからの「食」～

科 米作りの仕事を 成長を観察し 「米」調べ 「米」「かぼち 収穫しよう 収穫感謝集会を開こう 「食」の問題やよりよい １年間の学習

等 調べよう よう ゃ」調べ 稲刈り 「食」を考えよう を振り返り、

と 田植え 雑草取り 感謝を込めて 自分の成長（か

の 種まき 水の管理 かぼちゃプロジェクト がやき）を実

関 ～農作業体験～ 感しよう

連 田おこし しろかき 田植え 雑草取り 水の管理 稲刈り ほにょがけ

かぼちゃの種まき 雑草取り 収穫

各教科 （社） 植物の発芽と成 はじめてみよ 農業のさかん 花 か ら 実 へ 食べて元気に ありがとう会 自分の考えを

長（理） うクッキング な地域を訪ね （理） （家） 食（特） ま と め よ う

（家） て（社） （国）

道徳 １－（１）節度 ４－（６） かれてしまっ １－（１）節 ４－（４）勤 ２－（３）信 ありがとう上 ４－（７） 正月料理（道）２－（４）１－（１）節

ある生活態度 愛校心 た ひ ま わ り 度ある生活態 労社会への奉 頼友情・男女 手に（道） 郷土愛 感謝 度ある生活態

（道） 度 仕 の協力 度

献 地産地消 きのこ たけのこ 山菜 ねぎ ごぼう にんじん アスパラガス ブロッコリー チンゲンサイ きゅうり 大豆製品 ハタハタ ほうれんそう さやいんげん な

立 旬の食材 す かぼちゃ トマト 枝豆 オクラ とうもろこし 大根 じゅんさい じゃがいも さつまいも 白菜 小松菜 ご飯（あきたこまち） 牛乳

配 行事食・ 端午の節句 七夕 お月見 郷土料理 冬至・クリスマス 節分 桃の節句

慮 食文化 「ハピネッツ選手と会食」「まるごと秋田をたべよう」

アレルギー対応 教職員研修 アレルギーをもつ子どもへの対応（エピペン講習） 毎月の給食の対応確認書・保護者との連絡（面談）



平成 年度 食に関する指導 年間指導計画（第６学年） 秋田市立小学校
月 ４ ５ ６ ７ ８・９ 10 11 12 １ ２ ３

給食の時間 給食のきまりを 食べることにつ 身の回りを清 仲良く楽しく 好き嫌いしな 上手な食べ方 感謝して食べ 冬の食生活を 給食の歴史を考えよう 給食の振り返

特 における指 覚えよう いて考えよう 潔にしよう 食べよう いで食べよう をしよう よう 考えよう ～給食あり りをしよう

別 導 がとう月間

活（学級活動）きまりの確認を 理想的な食事の 身支度、手洗 楽しい会食の 栄養の偏りと ごはんパン、 食品ができる 献立の内容を 給食の歴史や食べ物の大 １年間の給食

動 する。 組み合わせを知 いの大切さを 工夫をする。 病気との関係 おかず、牛乳 まで多くの人 考える。 切さを知り、食べ物を粗 を振り返る。

きまりに従って り、好き嫌いし 理解し、実行 話題と声の大 について知好 は交互に食べ の苦労があっ 寒さから体を 末にせず用具も大切にす

手早く準備や後 ないで食べる。 する。 きさを考えて き嫌いをしな る。 たことを考え 守る食べ物や る。

始末をする。 梅雨時の衛生 食べる。 いで食べる。 収穫したかぼ て、感謝して 栄養素につい 感謝の気持ちを表す。

を理解する。 ちゃをみんな 食べる。 て知る。

で味わって食

べる。

ぱくぱくタ 給食のきまり 給食で使われる 朝ごはんにつ 会食のマナー 豆と魚の栄養 口内調味やう 給食が作られ 郷土料理や 給食の歴史について 成長期に必要

イム について 食材や料理の組 いて について について まみについて るまでと給食 日本型食生活 な栄養につい

（食の指導） み合わせ に携わる人々 のよさについ て

について について て

ドリームタ 顔合わせ会 ふるさと探検 音楽集会 花の片付け ありがとう会

イム活動・ 花の苗を植える なかよし給食 食

音楽集会 音楽集会

総合的学習 オリエーテーシ ＜広げよう世界を！＞ ＜みつめよう自分を！＞

教 ョン ～自分たちでできるカボチャの製品化に挑戦しよう～ ～将来の夢やこれからの生き方～

科 東北の歴史や食について考えよ カボチャの製品や料理につい 製品化につい 製品化について計画したこと いろいろな職 将来の夢や １年間の学習

等 う（修学旅行） て調べよう て計画を立て を実践しよう 業で活躍して 生き方につ を振り返り、

と カボチャの苗を植えて、生長の 製品化について専門家からお よう いる方々から いて考えよ 自分の成長（か

の 様子を観察しよう 話を聞こう お話を聞こう う がやき）を実

関 ～農作業体験～ 感しよう

連 カボチャの苗の植え付け 除草・皿敷き 収穫 製品化

（上新城の畑と学校の畑）

各教科 国づくりへの歩 動物のからだの いためて作ろ 生き物のくら 戦争と人々の 工夫しようお 日本とつなが 病気の予防 考えようこ

み（社） はたらき（理） う朝食のおか しと環境（理）くらし（社） い し い 食 事 りの深い国々 （体） れからの生

ず（家）） （家） （社） 活（家）

道徳 １－（１）節度 ４－（６） ４－（１） １－（１）節 ４－（４）勤 「あの日のわ ２－（３）信 ４－（７） 神父さまはマ あこがれの １－（１）節

ある生活態度 愛校心 公徳心 度ある生活態 労社会への奉 たし」と「今 頼友情・男女 郷土愛 スクマン パティシエ 度ある生活態

度 仕 のわたし」 の協力 度

献 地産地消 きのこ たけのこ 山菜 ねぎ ごぼう にんじん アスパラガス ブロッコリー チンゲンサイ きゅうり 大豆製品 ハタハタ ほうれんそう さやいんげん な

立 旬の食材 すかぼちゃ トマト 枝豆 オクラ とうもろこし 大根 じゅんさい ジャガイモ 白菜 小松菜 ご飯（あきたこまち） 牛乳

配 行事食・ 端午の節句 七夕 お月見 郷土料理 冬至・クリスマス 節分 桃の節句

慮 食文化 「ハピネッツ選手と会食」「まるごと秋田をたべよう」

アレルギー対応 教職員研修 アレルギーをもつ子どもへの対応（エピペン講習） 毎月の給食の対応確認書・保護者との連絡（面談）



- 37 -

平成 年度 食に関する指導の全体計画（中学校例）

生徒の実態 学習指導要領

食育基本法

・朝食喫食率 89.0％ 秋田市食育推進基本計画

・給食喫食率 94.6％ 秋田県学校教育の指針

・食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応 2.5％ 秋田市学校教育の重点

・肥満度30以上 0.5％

食に関する指導の目標（文部科学省）

①食事の重要性，食事の喜び，楽しさを理解する。
②心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し，自ら管理していく能力を身に付ける。
③正しい知識・情報に基づいて，食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身に付ける。
④食物を大事にし，食物の生産にかかわる人々への感謝する心をもつ。
⑤食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。
⑥各地域の産物，食文化や食にかかわる歴史等を理解し，尊重する心をもつ。

食に関する指導の目標

「生きる力」の基本である食の自己管理能力をもった生徒の育成

１ 生活の中で食事が果たす役割や必要な栄養素の知識を理解し，自らの健康を考え適切な食事をすることができる。

２ 食環境と食生活とのかかわりを考え，簡単な日常食の調理ができる。

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年

文明のおこりと日本の成り立ち 近代の日本 現代社会とわたしたちの生活

古代国家の歩みと東アジアの世界 日本の地域構成 地球社会とわたしたち

社 会 世界のさまざまな地域 世界から見た日本のすがた

中世の日本 日本の諸地域

世界のさまざまな地域

関 植物の世界 動物の世界 生物の細胞とふえ方

連 理 科 エネルギー資源

す 自然と人間

る 保 健 スポーツテスト スポーツテスト スポーツテスト

教 体 育 心身の発達と心の健康 健康と環境 健康な生活と病気の予防

科

技 術 食生活と自立 食生活と自立 食生活と自立

家 庭 生物育成の作物の栽培

アメリカの食生活について ホームステイ先での食習慣 日本の食文化の紹介

英 語 クリスマスの食事

ハロウィーン

サンクスギビングデイの食習慣

道 徳 増えた塩ます クマのぬいぐるみと私 ハチドリのひとしずく

自分らしさ－松井秀喜 私は十四歳 高く遠い夢

4月 給食活動を軌道にのせよう １０月 偏食を直す努力をしよう

１ 給食活動の内容と確認 ２ 当番の決定 １ 偏食の弊害を知る ２ 偏食を直す工夫

３ 給食コーナーの設置 ４ エプロンの管理 １１月 感謝の気持ちで食べよう

給食 ５月 食事のマナーを身に付けよう １ 感謝の心で食べる ２ 食糧事情と世界の食糧資源

給 目標 １ 早く正しい配膳 ２ 食事のマナー ３ 食事のルール １２月 食後の過ごし方を工夫しよう

食 6月 清潔な習慣を身に付けよう １ 能率的な後片付け ２ 当番活動の仕方 ３ 食後の休養の必要性

指 １ 手洗い,うがいの励行 ２ 清潔な環境 ３ 食中毒予防 1･２月 給食時の話題を工夫しよう

導 7月 暑さに負けず残さず食べよう １ 楽しい食事にふさわしい話題や雰囲気作り ２ 放送の活用の仕方

・ １ 夏ばての予防と対策 ２ 清潔な環境 ３ 食中毒予防 ３月 給食活動の反省をしよう

特 8･9月 楽しい雰囲気で食べよう １ 良かった点，改善点のまとめ ２ 給食備品関係の確認

別 １ グループの工夫 ２ 食事にふさわしいマナーや話題 ３ 食生活の振り返り

活 セレクト給食（月１回） 端午の節句（5月） 歯の衛生週間（6月） 七夕（７月） 敬老の日（9月）

動 行事食 目の愛護週間（１０月） まるごと秋田、感謝週間（１１月） クリスマス（１２月） 全国学校給食週間（１月）

・ アンコール給食（１月～３月）

保 秋田産の食材を使用する

護 地場 （１期）椎茸 しめじ エリンギ ほうれん草 チンゲン菜 春菊 小松菜 みず菜 アスパラガス キャベツ トマト 枝豆

者 産物 （２期）チンゲン菜 長ねぎ じゃがいも なす 小松菜 椎茸 しめじ エリンギ ピーマン ブロッコリー かぼちゃ

（３期）椎茸 しめじ エリンギ 白菜 大根 じゃがいも 長ねぎ アスパラガス

学校 入学式 市中総体 みんなの登校日 県中総体 南中祭 南中スポーツの日 夏季休業 終業式 秋季休業 始業式 給食試食会

行事 小学生体験入学 冬季休業 卒業式 修了式

家庭地域 予定献立表や食育便りを通じて，使用食材や食についての取り組みや情報を発信する。また、学校給食試食会をとおして、学校給

との連携 食への理解を深めてもらうとともに、家庭での食生活について協力を求める。小中連携した食に関する指導を行う。地域の人材を

活用した講話会や調理実習を行い、食文化や食料生産等について知識を深める。

個別 食物アレルギーや肥満傾向、その他日常の食生活等において個別相談が必要な生徒については、保護者と連絡を密にし、校内体制

指導 においても、管理職、学級担任、養護教諭等と連携して指導にあたる。

学校経営の重点
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平成 年度 食に関する指導年間指導計画（中学校１年生例）
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
文明のおこりと日本の成り立ち<文> 中世の日本<文> 世界のさまざまな地域（文）
・農耕のひろまり ・産業の発達と民衆の生活 ・世界の諸地域

社会 古代国家の歩みと東アジアの世界<文>
・奈良時代の人々のくらし

教 世界のさまざまな地域<文>
科 ・世界各地の人々の生活と環境
・
道 植物の世界<重・健・選・感>
徳 理科 ・葉のつくりとはたらき（光合成）
・ ・植物のなかま
総 保健体育 スポーツテスト<健>
合 （保健分野） 心身の発達と心の健康<健>
的 ・体の発育・発達
な 生物育成の作物の栽培<重・健・選・感> 食生活と自立＜重・健・選・感＞
学 ・健康と食生活,食品の選択と保存,調理の基本
習 技術・家庭
の
時
間 アメリカの食生活について<文> クリスマスの食事, ハロウィーン,サンクスギビングデイの食習慣<文>

英語

明日への出発<重・健> 国際社会への貢献<重・健・感・社・文>
道徳 本当の家族愛とは<重・健>

給食の時間
における食

特 給 に関する指
食 導
の

別 時
間
（給食指導）

活

動
学 級 活 動 給食のルールを知ろう〈重・健・感・社〉 有意義な夏休みにしよう〈重・健〉 心身の健康を考える〈重・健・選〉 有意義な冬休みにしよう〈重・健〉

春休みの計画〈重・健・選〉

目の愛護週間（１０月） まるごと秋田・感謝週間（１１月） クリスマス（１２月）

学 校 行 事 等 端午の節句（５月） 歯の衛生週間（６月） 七夕（７月） 敬老の日（長寿食）（９月） 給食週間（１月） バイキング給食（１０月～２月）

お別れ会食・アンコール給食（２～３月）

献 キャベツ アスパラガス セロリ たけのこ 山菜 なす トマト じゃがいも きゅうり 大根 りんご みかん きのこ類 ごぼう 白菜 ほうれん草 小松菜 切り干し大根か

立 旬 の 食 材 ぶ 長ねぎ さといも

作 枝豆 ズッキーニ かぼちゃ さやいんげん 絹さや

成 じゅんさい とんぶり きのこ類 ほうれん草 長ねぎ ポークウインナーりんご

の 地場産物の利用 米（あきたこまち） 米粉（パン） 牛乳 鶏卵 トマト 牛肉 豚肉 めかぶ きりたんぽ 小松菜 牛肉 さといも はたはた せり 梨 しめじ エリンギ

配 食文化の伝承 春や夏の野菜や地域料理 「まるごと秋田」週間を通して、郷土の食事と文化（行事食, 郷土食等）を学ぶ

慮 秋や冬の野菜や地域料理

給食・食育便りや「まるごと秋田を食べよう給食」資料等で、学校給食使用食材や取り組み等について紹介する。

家庭・地域との連携 給食試食会を通して、学校,給食への理解を深めてもらうとともに家庭での食生活について協力を求める。

学区内小学校３校と連携して、食に関する指導を行う

〈 〉内は，食に関する指導の内容を示す。 〈重〉食事の重要性 〈健〉心身の健康 〈選〉食品を選択する能力 〈感〉感謝の心 〈社〉社会性 〈文〉食文化

４月 給食活動を軌道にのせよう
１給食活動の内容と確認 ２当番の決定
３給食コーナーの設置 ４エプロンの管理
５月 食事のマナーを身に付けよう
１早く正しい配膳 ２食事のマナー ３食事のルール
６月 清潔な習慣を身に付けよう
１手洗い, うがいの励行 ２清潔な環境 ３食中毒予防
７月 暑さに負けず残さず食べよう
１夏ばての予防と対策 ２清潔な環境 ３食中毒予防
8･9月 楽しい雰囲気で食べよう
１グループの工夫 ２食事にふさわしいマナーや話題

１０月 偏食を直す努力をしよう
１偏食の弊害を知る ２偏食を直す工夫
１１月 感謝の気持ちで食べよう
１感謝の心で食べる ２食糧事情と世界の食糧資源
１２月 食後の過ごし方を工夫しよう
１能率的な後片付け ２当番活動の仕方 ３食後の休養の必要性
1･２月 給食時の話題を工夫しよう
１楽しい食事にふさわしい話題や雰囲気作り ２放送の活用の仕方
３月 給食活動の反省をしよう
１良かった点，改善点のまとめ ２給食備品関係の確認



平成 年度 食に関する指導年間指導計画（中学校２年生例）
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
近世の日本<文> 日本の地域構成<文> 世界から見た日本のすがた<文・感> 日本の諸地域<文>

教 社会 ・農業や諸産業の発達 ・地域区分 ・世界と日本の資源と産業
科 ・各地の郷土料理 ・日本の農林水産業
・ 動物の世界<重・健・選・感>
道 理科 ・動物のからだのつくりとはたらき（消化・吸収）
徳

・ 保健体育 スポーツテスト<健>
総 （保健分野） 健康と環境<健>
合 ・水とわたしたちの生活
的 食生活と自立<重・健・選・感・文>
な 技術・家庭 ・食生活の課題
学 ・地域の食材とその調理
習

の

時 英語 ホームステイ先での食習慣<文>
間

道徳 引き継がれる命「一滴の血も生かす」<感・文> ともに支え合う「震災の中で」<重>

給 給食の時間に

食 おける食に関

特の する指導

時

間

別

（給食指導）

活 有意義な冬休みにしよう〈重・健〉 春休みの計画〈重・健・選〉

学 級 活 動 給食のルールを知ろう〈重・健・感・社〉 有意義な夏休みにしよう〈重・健〉

動
目の愛護週間（１０月） まるごと秋田・感謝週間（１１月） クリスマス（１２月）

学 校 行 事 等 端午の節句（５月） 歯の衛生週間（６月） 七夕（７月） 敬老の日（長寿食）（９月） 給食週間（１月） バイキング給食（１０月～２月）

お別れ会食・アンコール給食（２～３月）

献 キャベツ アスパラガス セロリ たけのこ 山菜 なす トマト じゃがいも きゅうり 大根 りんご みかん きのこ類 ごぼう 白菜 ほうれん草 小松菜 切り干し大根

立 旬 の 食 材 枝豆 ズッキーニ かぼちゃ さやいんげん 絹さや かぶ 長ねぎ さといも

作

成 じゅんさい とんぶり きのこ類 ほうれん草 長ねぎ ポークウインナー

の 地場産物の利用 米（あきたこまち） 米粉（パン） 牛乳 鶏卵 トマト 牛肉 豚肉 めかぶ りんご きりたんぽ 小松菜 牛肉 さといも はたはた せり 梨 しめじ

配 エリンギ

慮 食文化の伝承 春の野菜や地域料理 「まるごと秋田」週間を通して、郷土の食事と文化（行事食, 郷土食等）を学ぶ
夏の野菜や地域料理 秋,や冬の野菜や地域料理
給食・食育便りや「まるごと秋田を食べよう給食」資料等で、学校給食使用食材や取り組み等について紹介する。

家庭・地域との連携 給食試食会を通して、学校,給食への理解を深めてもらうとともに家庭での食生活について協力を求める。
学区内小学校３校と連携して、食に関する指導を行う

〈 〉内は，食に関する指導の内容を示す。 〈重〉食事の重要性 〈健〉心身の健康 〈選〉食品を選択する能力 〈感〉感謝の心 〈社〉社会性 〈文〉食文化

４月 給食活動を軌道にのせよう
１給食活動の内容と確認 ２当番の決定
３給食コーナーの設置 ４エプロンの管理
５月 食事のマナーを身に付けよう
１早く正しい配膳 ２食事のマナー ３食事のルール
６月 清潔な習慣を身に付けよう
１手洗い, うがいの励行 ２清潔な環境 ３食中毒予防
７月 暑さに負けず残さず食べよう
１夏ばての予防と対策 ２清潔な環境 ３食中毒予防
8･9月 楽しい雰囲気で食べよう
１グループの工夫 ２食事にふさわしいマナーや話題

１０月 偏食を直す努力をしよう
１偏食の弊害を知る ２偏食を直す工夫
１１月 感謝の気持ちで食べよう
１感謝の心で食べる ２食糧事情と世界の食糧資源
１２月 食後の過ごし方を工夫しよう
１能率的な後片付け ２当番活動の仕方 ３食後の休養の必要性
1･２月 給食時の話題を工夫しよう
１楽しい食事にふさわしい話題や雰囲気作り ２放送の活用の仕方
３月 給食活動の反省をしよう
１良かった点，改善点のまとめ ２給食備品関係の確認



平成 年度 食に関する指導年間指導計画（中学校３年生例）
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

教 現代社会とわたしたちの生活<選・感・文> 地球社会とわたしたち<感・文>
科 社会 ・食生活の変化 ・人口・食糧問題
・

道 生物の細胞とふえ方<重・健・選・感> エネルギー資源<重・選・感> 自然と人間<重・感・社>
徳 理科 ・遺伝・無性生殖・遺伝子組み変え作物 ・循環型社会 ・食物連鎖
・ ・自然環境の保全
総

合 保健体育 スポーツテスト<健> 健康な生活と病気の予防<重・健・選>
的 （保健分野） 健康な生活と病気の予防<健> ・生活習慣病とその予防
な ・食生活と健康
学

習 英語 日本の食文化の紹介<文>
の

時 明日への出発<重・健>
間 道徳 本当の家族愛とは<重・健・文> 国際社会への貢献<重・健・感・社・文>

給食の時間に

給 おける食に関

特 食 する指導

の

時

別 間

（給食指導）

活

学 級 活 動 給食のルールを知ろう〈重・健・感・社〉 有意義な夏休みにしよう〈重・健〉 有意義な冬休みにしよう〈重・健〉 春休みの計画〈重・健・選〉

動 目の愛護週間（１０月） まるごと秋田・感謝週間（１１月） クリスマス（１２月）

学 校 行 事 等 端午の節句（５月） 歯の衛生週間（６月） 七夕（７月） 敬老の日（長寿食）（９月） 給食週間（１月） バイキング給食（１０月～２月）

お別れ会食・アンコール給食（２～３月）

献 キャベツ アスパラガス セロリ たけのこ 山菜 なす トマト じゃがいも きゅうり 大根 りんご みかん きのこ類 ごぼう 白菜 ほうれん草 小松菜 切り干し大根

立 旬 の 食 材 枝豆 ズッキーニ かぼちゃ さやいんげん 絹さや かぶ 長ねぎ さといも

作

成 じゅんさい とんぶり きのこ類 ほうれん草 長ねぎ ポークウインナー

の 地場産物の利用 米（あきたこまち） 米粉（パン） 牛乳 鶏卵 トマト 牛肉 豚肉 めかぶ りんご きりたんぽ 小松菜 牛肉 さといも はたはた せり 梨 しめじ

配 エリンギ

慮 食文化の伝承 春の野菜や地域料理 「まるごと秋田」週間を通して、郷土の食事と文化（行事食, 郷土食等）を学ぶ

夏の野菜や地域料理 秋, 冬の野菜や地域料理

給食・食育便りや「まるごと秋田を食べよう給食」資料等で、学校給食使用食材や取り組み等について紹介する。
家庭・地域との連携 給食試食会を通して、学校,給食への理解を深めてもらうとともに家庭での食生活について協力を求める。

学区内小学校３校と連携して、食に関する指導を行う

〈 〉内は，食に関する指導の内容を示す。 〈重〉食事の重要性 〈健〉心身の健康 〈選〉食品を選択する能力 〈感〉感謝の心 〈社〉社会性 〈文〉食文化

４月 給食活動を軌道にのせよう
１給食活動の内容と確認 ２当番の決定
３給食コーナーの設置 ４エプロンの管理
５月 食事のマナーを身に付けよう
１早く正しい配膳 ２食事のマナー ３食事のルール
６月 清潔な習慣を身に付けよう
１手洗い,うがいの励行 ２清潔な環境 ３食中毒予防
７月 暑さに負けず残さず食べよう
１夏ばての予防と対策 ２清潔な環境 ３食中毒予防
８・９月 楽しい雰囲気で食べよう
１グループの工夫 ２食事にふさわしいマナーや話題

１０月 偏食を直す努力をしよう
１偏食の弊害を知る ２偏食を直す工夫
１１月 感謝の気持ちで食べよう
１感謝の心で食べる ２食糧事情と世界の食糧資源
１２月 食後の過ごし方を工夫しよう
１能率的な後片付け ２当番活動の仕方 ３食後の休養の必要性
1･２月 給食時の話題を工夫しよう
１楽しい食事にふさわしい話題や雰囲気作り ２放送の活用の仕方
３月 給食活動の反省をしよう
１良かった点，改善点のまとめ ２給食備品関係の確認



＞

ア

イ

ウ

エ

朝、超きぅ時刻は何時ですか。
6時前に起吉る
6時～7時前
7時～8時前                :
8時すぎ

あなたは、■のようなことに気を付けて食
く
半をしています力、

あてはまるところ (はい、いいえ、どちらともいえない)に0をつけてください。

ア rぃただきますJ「ごちそうきまJのあいきつをする

イ すきさらいをしないで食べる
0し

ウ 楽しく、味わつて食べる

工  rごはんJ(主 食 )と rぉがずJ(副 菜)を
かわるがわる食べる

オ はしや 器 を正しくもつて食べる

力 .よ くかんで食べる

キ 朝・昼・夕、三食 必 ず食べる

ク 栄撃のパランスを考えて食べる

ケ ジュースなどのあまい飲みVを飲み過ぎない

= **l+^+., t *|sl^jlsrrv.,
サ 塩からいものを食ぺすぎない

シ 1ド えヽ
う
ゃ小魚を食べる

ス色のこい鼻繁を食べる

の濃い野菜とは rほ ぅれん章、にんじん、

ItrDl<
-!. l& h Dtrr!tYsv\*Li!" -

「食事アンケート」小学校

農詈早書L=喜き仏7籠:澪異員驚異聟31菫[留ふ:モち澪に書いてごだ|.、ぅ
(1)
ア

イ

ウ

程會λ管理百城良菌
力
iL口食べるを含む)

(7) 1週間に4～ 5日 食べる
1週間に 2～ 3日 食べる

ほとんど食べない

その理冒 はなんですか。 1つ選んでください。，

ア

イ

ウ

エ
オ

２

讐轟鱒椰調T計
いつも食べないから

大り1く ないから

その他 (

ｉ　ヽ
い
い　　‥ 革電舗11      ) ~

※色 ピーマン、かぼちや、プロ,コ リー、 トマトJなど

LI<9 - !:J - !,b.(4) t'?ttsirL - -**L(l'*fi'" t'r'Eriltl'Et * jl &'e< rsg r,\.

iチ1まilii護分荘鳥かと1べる
ウ 子どもだけで食●る
エ ー人■食べる
オ その他 (

71まiII:甚育1島、と食べる
ウ 子どもだけで食べる
エ ー人で食べる
オ その他 (

a
( 5) +&rt bh, (ir b rtti'!6 t{om+riAi-!(n' Bf 6*'eofiEtt
(おやつ)を食ぺますか。
ア ほとんど毎日食べる
イ 1週間に4～ 1日 食べる
ウ 1週間に 2～ 3日食べる・
工 ほとんど食べない

どちらとも

いえない

をいいま丸

:|::::|::::::|



(6) 朝、起きる時刻は何時ですか.
ア 6時前に起きる
.イ  6時γ 7時前
ウ 7時～ 8時前
工 8時すぎ

(7) あなたは、次のようなことに気を付けて食事をしています力、
あてはまるところ (はい、いいえ、どちらともいえない)にOをつけてください。

「食事アンケート」中学 2年

この口査は、皆さんの食生活の実態を知るために行うものです。
敏当する■■を口の中に書いてください。(または、からこの中に書いてください。)

(1) 朝食を食べていますが.
ア ほとんど毎日食べる (毎日食べるを含む)
イ 1週間に4～ 5日食べる
ウ 1週口に2～ 3月 食べる
工 ほとんど食

^な
い

(2) 間1でイウエと答えた人にJHき ます。
ア 起きるのがおそく時間がないから
イ 全欲がないから
ウ いつも食べないから
工 太りたぐないから
オ その他 (        ′                )

(3) 朝食の内容につぃて、自分にいちばん近い記号を遍んでください。
ア 主食 (ごはん。バン・め劫 のみ
イ 主食とおかず
ウ 主食と汁枷 (みそ汁・スープ)
工 主食とおかずと汁働 くみそ汁・スープ)のそろつたもの
オ 汁働 (みそ汁・スーブ)のみ
力 おかずのみ
キ その

“

(               )

(4) いつもだれと食事をしていますか。いちばん近い記号を選んでください。
く朝食について>                           |
ア 家族そろつて食べる
イ おとなの家族のだれかと食べる
ウ 子ど、だけで食べる
土 一人で食べる
オ その他 (

く夕食について>
ア 家族そろつ、食べる
イ おとなの家族の確かと食べる
ク 子どもだけで食べる

はい しヽ

'
どちらとも

いえない

ア

イ

ウ

オ

カ

キ

ク

ケ

サ

シ

ス, ス 色のこい野菜を食べる

※色の濃い野菜とは rに うれん草、
をいいます.

その理由はなんですか。 1つ還んでください。

ア 「いただきますJ「ごちそうきま」のあいさつをする

イ すきさらいをしないで食べる

ウ 楽しく、味わらて食べる

工 「ごはんJ(主食)と rぉかずJ(副菜)を
かわるがわる食べる

‐
N

はしや器を正しくもつて食べる

よくかんで食べる

朝 :昼・夕、三食必ず食べる

栄義のパランスを考えて食べる

ジュースなどのあまい飲み勒を飲み過ぎない

お菓子やスナック薬子を食ぺ過ぎない

塩からいものを食ぺすぎない

牛乳や小魚を食べる

カ

キ

ク

ケ

サ

シ

にんじん、ピーマン、かばちゃ:プロッコリー、トマト」など

～ご協力ありがとうごぎいました。～

エ ー人で食べる
オ その他 (              )

(5) 学校から帰つてから夕食を食べるまでの関や夕食を食べてから寝るまでの間に夜食
(おやつ)を食ぺますか。
ア ほとんと毎日食べる
イ 1週間に4～ 5日 食べる
ウ 1週間に2～ 3日 食

^る工 ほとんど食べない

□

|:::||:::::|‐



食に関する調査① 児童   L2 食に関する調査① 児童  に1

3ふだんのあなたの滞争についてヨ礼追ぃ暑■はどれになりますか。それぞれの賛簡について1つに

Oをしてください。
この蘭缶ま、書さんの昼笙籍や長べ鵜についての磐先について蘭豊するものです。テストで

`ま

ありま
せんボI「質満T=ЪぃだJて |ままうと思っ出 にOをしてください。

1 あなたの事準、準綺ι協瀞
=書
ぃてくたさい。勢姜のどちらかに0をしてく疑いt

年  組｀番号    男・女

2 3.t'_L. bE =6az o*ta;r€Lrr\Errr't. tirt*rof l6o$t$t$u,,ffi r.otarr<t:4r,.;

‐
卜
∞
　
‐

・ふだん、あなたは¨
ll●

““
雌
`

ほ″ と
●では
'0

絆 りらで
は●●● ｀¨̈
い

1 IiloAr\*?r!raa|isJ riBtieiiJ*t?<L16 5 4 3 2 1

5*rt*Er:tB'<r,'a 5 4 3 2 1

#lorflfrtt*uat=u<r.ia 4 3 2 1

r*6!rAtol!+,Itf i^tr'6 4 3 2 1

ポ蜃などでバイキングの轟には、幾さずに長べられる聾
Fl十″っている

4 3 2 1

0 FfEr:Btst.uu'#ttt<t.cd6rB?<r.6 5 4 3 2 1

7 萩Lてとれる野素に疑しみを晟じる 4 3 1

8「す整らい」をしないで長べてぃる 5 4 3 2 1

9 ldilrrco*:r:#rfi <L\6i.t*<fr 2<tr6 5 4 3 2 :

鮨。rfお性eりたんばや■忠こ拌●めご百ぇもきヽたιヽと■つて 5 4 3 2 1

FloEt.Siluft*rr(Ltrltllt:lH'fl '5
5 4 3 2 1

*u:rtatr.t oeil*f i.t(t'5 5 4 3 2 1

層餐|と |またくさんの人がかかゃっていると思ってぃる
5 4 3 2 1

搭墜にでる鰤■薦議睦桑しみにしている 5 4 2 1

i^*o,co*at=u<!*6otf &913ti8g?ttt6 5 4 1

h'alx**lt;traa 5 2 1

17 綺|(目珠に讐いら絵わる着強や姜■)は実蜀だと慧ってぃる 5 3 2 1

t tutsE ltofr aos'rd!St<rttf,?<r.6 3 2 1

,l&tr&fr r:i45St#iht*u+t=u<r,.6 5 3 2 1

20 f**ft $&ol*tffi *acltfluat=utna 5 3 2 1

21 警Ъら絵わる膚趣は笑場だと思ってぃる 5 4 2 1

ど分が善てた曇 はおぃしぃと愚ってぃる 5 4 3 2 1

暦獅
=、
ふだん彙で晏べたことのないも,,よくこると慧つている

4 ● 2 1

24 続|(目案口讐卜ら篠わる‖邊や姜摯,|_・ぃて島りたいとJ=てぃる 4 3 2 1

ふだん、あなたは・ヽ・

〈日入憫〉

:|●れ て
いる 』̈

喘 マヽ ヽ

●
b卸吹
:ヽ

“

ヽ !■

"ヽ

5 O 2 1

1 躍 彗魯の出を難 をもつて得らてぃる 5 4 2 1

2 :E r:st rh}. HiI. ftr ri^<r,,a 5 4 2 1

3 **o, t:>xt#i<I!ltu<u'a 5 4 | 2 1

4 絡確鳥けなど躍業に醐している 5 3 2 1

5 養摯の前には手を鶴つている 5 3 2 1

6 #t*u.ureu'qlx<l'E 5 3 2 1

7 僣餐の蒔間はマナ‐を磐覧て揖 をしている 4 3 2 1

0 一日士箇はギ換そろつて姿摯してぃる 5 4 3 2 1

0 ffioffftr:rt*u<*iEu<u.a 4 3 2 1

i*t**tr,.t=$u<l'a 4 2 1

11 at:Gl*a;rtf tti^Btrtit'?t:;HraB 4 3 2 1

H r:ftii ritlr***tlx*o ft,''*t:iiz<r,'a 5 4 3 1

はしを笠しくもっそ長べてぃる 5 4 3 2 1

tft'*t*er<r:ttf; t:bu.eau<t,6 5 4 3 2 1

&<*nr.,'elx<u'6 5 4 3 1

f*t<u,11r,'r=ff"<u.i 5 4 3 1

晨摯を祥ってくれた人にrぉぃしかつた」と書ってぃる 5 4 ● 2 1
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食に関する調査②           児童
' この蘭豊は、薔さんの笙著にういての著先について耐議するものです。テストではありません
から、質橘についてあてはまると慧った鶉 に0をしてください。

1 あなたの掌準、準La口踊澤n鮨轟ぃてくださぃ。舅姜oどちらかにOをしてください。

年  組 番号

2ふだん、あなたは撃襲でどのようなれ で學望してぃますか|それぞれ4つの撃蹴 い姜専に0をつ
けてくださし`.

・ふだん、あなたは¨

(●入爛)

あては,● ら,りあて
は,ら
"ヽ

いては■ら
い ヽ●●

O 3 2 1

1 Jr<{rn\EtJtr;ttt. *2i,6*Tfi .tt:t\ 4 3 2 1

r16rrarJ:&t+soE*L[1 4 3 2 1

3
臓築標機ゃふだんの般騒の蒔間で、占努の島つている
ことゃ努路じゅぅぶんに売鮨したいと思ぅ

4 | 2 1

4 #!*tatrro&r:t cX,r:r49L1.2S5 4 | 2 1

6 翼暴ぼ後や櫛 などで景だちから軸られていると思ぅ 4 3 2 1

0 尋猶が発異してぃる 4 2 1

7 3*&Fa:&r:Atur+,*r&uSt:rB: 4 3 2 1

8 多くの大装や習釉に患ぃゃりのある人になりたいと慧う 4 3 2 1

0 羅しぃ問瞳はぁ書らめてしまう 3 2 1

尋■、前るく莞魚にくらしている 4 3 2 1



3 季鶴の変わり日とともに行う行事には、その行事にちなんだ「ごち

そうや食べ物 (行 事踏め」があります.例えば、お正月のおせち料理です。

下の冨 の行事のとなりに『ごちそうや食べ物 (行 事食 )」 の名前を書い

てください。思いつくだけでよろしいです。

月 と行事 の名前 行 事  食

2月  節分

3月  ひな祭 り

5 F ffi+AffiEJ (+Eb0)E)

9月  月見

12月  冬至 (と うじ)

4 下の日は□がおぼんで、Oが 食器です。和賓 (日 本ならではの食事の

こと)をおぼんの上に並べるときめ識笠の番号を書いてください。
2 写掟の料理の名前を写貴の下の回の中に書いてください。

SHOKUIKUア ンケー ト

組

(しょくいくあんけ―と)

番 名前

3・ 4年生

1 給空に使われているつぎの長べ朝の名
=

べ朝の名前を写真の下の口の中に書いてください。

‐
一
い
　
・

※ご協力ありがとうございました。

のノ 織 磯
にん じん

彎
一

☆献立の名前と番号☆

①ごはん

②みそ汁

③やき魚

④野菜のおひたし

⑤つけ物

ハタハタやはくさいを秋田
ならではの口味料でにこみま
す。

rにがうりJと肉やとうふ
をいっしょにいためて作りま
す.

秋田ならでは
のめんです。つる
つるしていて、こ
しのあるめんで
す。

ごぼう、にん
じんなどをいた
めてあまからく
あじつけします.

□



そうや食べ物 (行事食)」 があります。例えば、

にの「ごちそうや食べ物

お正月のおせち料理です。

(行事食)」 名前を書いてく下の表の行事のとなり
ださい。

3 季節の壼わリロとともに行う行事には、その行事にちなんだ『ごち SHOKUIKUア ンケート (し ょくいくアンケー ト)5・ 6年

―

 出席番号二___二名
※このアンケートはテストではありません。

写真の料理の名■を下の口の中に書いてくたきぃ。 o秋由の料理
です.ハ タハ
タや自菜など
を秋田ならで
はの口味料で

豪込みます。

¨
由

月

驀
■聞く
一
で
‐”

』旬
は
月′

一
い
て
り

・

ゴ
を
め
く
す

Ｏ
ヤ
た

つ
ま

で
　
月

つ
　
９

い
　
そ

の
　
よ

冬
　
お

・
　

お

秋
　
は

，
ヽ
。秋

，夏
部

‐
ヽ

‐
卜
０
　
‐ 4 下の日は□がおばんで、Oが食器です。和食 (日 本ならではの食事の

1圭主1'に:留あヽ1電 :覇諄元あ隻操根ださぃ。
食器の中に献立の番号を書 いて くだ さい。        ●

☆献立の名前☆

①ごはん

②みそ絆

③やき魚

④野菜のおひたし

⑤つけ物

O秋 田な ら
ではの料理
です .

0秋田の料理
です。米てと

ろみをつけた

警置っばいも

ものに果薔や

きゅうりを入
れます.

Oごぼうとにんじんをい
ためてあまからく味つけ
します.

行事の名前 行 事  食

2月  節分

3月  ひな祭 り

5E 
'l+ofrdJ 

(7r:b0)EI

9月  月見

12月  冬至 (と うじ)

ておいしい時期のことです。

枝豆 (え だまめ)

じゃが いも

だいこん

はくさい

プロッコリー



5 食べ物は摯の中の働きで 3つのグループに分けられます。つぎの食品が
どのグループか、あてはまるところにOを してくださぃ。

§暑言:多ル三多信::[重 :省重電量littillill子。

‐
卜
一
　
‥

※ご協力ありがとうございました :
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給食の時間における指導について

・※は、学級担任の給食に時間における指導上の留意点を示している。

給 食 当 番 当番以外の児童生徒

※給食当番の健康観察を行う。下痢や腹痛など ・窓を開けて、教室の空気を入
体調が優れない場合は給食当番からはずし、 れ換える。
その旨を帳票に記載する。 ・ごみを拾い、教室内を清潔に

準 給食当番チェックリスト する。
□下痢をしていない ・グループを作り、机を拭くな

備 □発熱・腹痛・嘔吐をしていない どする。
□適切な服装ができている ・手洗いをする。
□手指は正しく洗浄した

※食物アレルギーのある児童生徒の対応食の有
無について確認する。

・帽子・三角巾、エプロン、マスクなど身支
度を整える。

・手洗いをする。
・安全、衛生に気を付けて給食を運ぶ。 ※正しい手洗いや食器の並べ方に
・配膳台を拭く。 ついて指導する。
・配膳については、衛生的で見た目にきれい
に盛り付ける。

・一人分の分量を考えながら配食する。

※準備や食事の時間を十分に確保するため、四
校時終了後速やかに給食の運搬に向かうこと
ができるよう配慮する。

※一人一人の児童生徒の体格や活動量に合わせ
て配食を加減するよう指導する。

※配膳で盛り残しがないよう指導する。

・「いただきます」をする。
・「よい姿勢」や「よくかむ」、「主食とおかずを交互に食べる」などに注意し

食 て食べる。
・「食器を持って食べる」や「口に食べ物を入れたまま話さない」、「食事にふ

事 さわしい会話をする」、「立ち歩かない」など食事のマナーを守って食べる。
・「ごちそうさま」をする。
※食物アレルギーの対応食が当該児童生徒に正しく配膳されているか「対応表」を用
い、当該児童生徒と共に確認する。

※給食委員や給食係などから献立紹介をさせ、当日の給食に興味・関心が高まるよう
に配慮する。

※正しい食べ方や食事のマナーについては、学級の実態に応じて学級活動（１）「学
級や学校づくり」で取り上げる。

後 ・食器などはきちんと重ねて返す。 ・食べ残したもの
片 ・よごれなどをふき取り、配膳台をきれいに は、給食のきま
付 する。 りを守って食缶
け ・きまりのとおり食器かごなどを返却する。 等に戻す。

副菜 主菜

牛 乳

主食 汁もの
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平成２９度スタートカリキュラム・学校給食編

１ 目的
給食の料理を一品ずつ増やしたり、嗜好を考えた食事としたりすることで、子ども

たちが楽しみながら給食のルールや食事のマナーについて知ることができるようにし
ます。

２ 指導上の留意点
（１）給食の時間は、児童が活動に慣れるまで、自校の時間にとらわれず、柔軟に運

営することが大切です。
（２）栄養教諭等学級担任以外の教員が支援するなど、学校全体で取り組みます。
（３）子どもたちが見通しをもって活動できるよう、環境を整えます。
（４）子どもたちが食べ物に興味・関心を

もつような声かけを心がけます。
（５）給食の献立や指導内容について、保

護者の理解を得られるよう、便りな
どでわかりやすく説明します。

３ 献立と指導内容
・○は当日初めて指導する内容
№ 日曜 献 立 名 用具等 指 導 内 容

共通指導事項 ○正しい手洗いの仕方
○エプロン、帽子などの着用の仕方とた
たみ方

○ナフキンの敷き方（使い方）
○ふきんの使い方
○（歯磨きの仕方）

１ 11日 おにぎり（さけ） おぼん ○おぼんの使い方、返し方
(火) 国産みかんゼリー ○ゼリー容器やストローなどのごみの処

理の仕方
○牛乳パックの処理の仕方

２ 12日 おにぎり（おかか） おぼん ○一人１個付けの小袋のおかずがついた
(水) 紫いもチップス 時の扱い方

ストロベリーフレッ ・おぼんの使い方、返し方
シュゼリー ・ゼリー容器などのごみの処理の仕方

・牛乳パックの処理の仕方
３ 13日 黒糖コッペパン おぼん ○パンの食べ方
(木) マーガリン スプーン ○皿、スプーンの使い方、返し方

フルーツミックス おさら ○パンの袋やマーガリンのからなどの処
（フルーツミックス 理の仕方
一人４０ｇ） ・牛乳パックの処理の仕方

・おぼんの使い方、返し方
４ 14日 №104実施校 おぼん ○はしの使い方
(金) スパゲッティ おわん ・おぼんの使い方、返し方

（通常給食献立から） スプーン ・パンの食べ方
マーラーカオ ・おわんの使い方、返し方
アセロラゼリー ・牛乳パックの処理の仕方

はし ・パンの袋やゼリーのからなどのごみの
№105、108実施校 （持参） 処理の仕方
みそ汁 ※次週からの通常給食に備え、声かけを
（通常給食献立から） します。
おにぎり（さけ）
アセロラゼリー
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平成２９年度学校給食献立作成計画

１ 学校給食の目標
（１）適切な栄養摂取による健康の保持増進を図る。
（２）日常生活における食事について正しい理解を深め､健全な食生活を営むことができる判断力を培い、およ

び望ましい食習慣を養う。
（３）学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養う。
（４）食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命および自然を尊重する

精神並びに環境の保全に寄与する態度を養う。
（５）食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深め、勤労を重んずる

態度を養う。
（６）我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深める。
（７）食料の生産、流通および消費について、正しい理解に導く。

２ 年間計画

月 献立作成の目標 献立作成上のポイント 行事食・セレ 秋田市内産農産物 献立表テーマ

食と関連のある行事 クト給食※ （紹介献立）

給食活動に慣れる 児童生徒の嗜好に配慮した献立を使 ・お祝いデザ ほうれん草 入学・進級おめで

４ 用する ート ちんげん菜 生椎茸 とう

入学をお祝いする給食 （ポテトスープ）

多様な食品にふれる 春の季節感を取り入れる食品を使用 5/5かしわ餅 ほうれん草 ちんげん菜 朝食の大切さを知

５ する 小松菜 生椎茸 ろう

端午の節句 アスパラガス （米粉のミルクポ

タージュ）

歯の健康やかむこと カルシウムを多く含む食品 ※小魚、大豆 ほうれん草 小松菜 食中毒予防のポイ

６ の大切さを実感する やかみごたえのある食品を使用する ・Ｃａの多い ちんげん菜 大根 ントを知ろう

食品（ﾁｰｽﾞ ブロッコリー みず菜 （つみれ汁）

むし歯予防デー 等） レタス 白菜 生椎茸

夏の食事のポイント ビタミンＢ1を豊富に含む食品や香 七夕ゼリー ちんげん菜 長葱 ﾄﾏﾄ 夏の食事のポイン

７ について理解を深め 辛料を使用する 七夕汁 ブロッコリー レタス トを知ろう

る 七夕 ※南国ﾌﾙｰﾂ 小松菜 生椎茸みず菜 （もずくスープ）

旬の食材について知 旬を感じる食材を使用する 9/15十五夜 ちんげん菜 長ねぎ な 食生活のリズムを

８ る （秋刀魚、なすなど） す ピーマン トマト 取り戻そう（規則

９ 敬老の日にちなんだ献立 小松菜 生椎茸しめじ 正しい食生活の大

お月見献立 みず菜 アスパラガス 切さ）

ピーマン メロン

10 地場産物の良さを実 秋田市および県の地場産物を使用す 10/13十三夜 ほうれん草 ちんげん菜 スポーツと栄養に

感する る 長ねぎ カリフラワー ついて知ろう

体育の日 きゃべつ じゃがいも

お月見献立 小松菜 生椎茸 みず菜

ピーマンブロッコリー等

11 自然の恵みや食にか 秋田市および県の地場産物や郷土料 まるごと秋田 ほうれん草 長ねぎ 秋田の食材や郷土

かわる人々への感謝 理を使用する を食べよう給 ブロッコリー レタス 料理を使用するこ

の心で食べる 食 きゃべつ 白菜 大根 との良さ

まるごと秋田を食べよう給食献立 じゃがいも 小松菜

勤労感謝の日 ちんげん菜 生椎茸

しめじ みず菜

12 冬の食事のポイント かぜの予防につながるような食品や クリスマス給 ほうれん草 ちんげん菜 ノロウイルスなど

について理解を深め 献立とする 食 長ねぎ きゃべつ 白菜 が原因の感染症を

る 大根 じゃがいも 小松 予防するための調

冬至 菜 理などについて知

生椎茸 しめじ みず菜 ろう

給食の意義について 日本の料理や外国の料理を取り入れ 給食週間 長ねぎ 白菜 大根 給食記念日や給食

１ 知る る （郷土料理等） じゃがいも 生椎茸 週間の意味や世界

七草 しめじ アスパラガス の食料事情につい

給食記念日（給食週間） て知ろう

食べ物と健康のかか 日本型食生活を実感できるような献 節分 長ねぎ じゃがいも 節分の由来と日本

２ わりについて知る 立を取り入れる 生椎茸 しめじ みず菜 型食生活の良さに

節分 アスパラガス ついて知ろう

一年間の給食活動の 年度の終了にふさわしい献立を取り ひなまつり ほうれん草 ちんげん菜 今年度の給食活動

３ 反省をする 入れる 生椎茸 しめじ の反省をしよう

桃の節句 アスパラガス

・平成２９年度の紹介献立のテーマ「野菜たっぷりの心も体も温まる汁物」



Ⅶ 課題研究推進校等の実践事例

□平成２７年度文部科学省委託スーパー食育スクール事業実施報告書

□平成２８年度秋田市課題研究推進校「食育」研究集録および研究紀要

○秋田市立上新城小学校

○秋田市立飯島南小学校

□平成２８年度秋田市課題研究推進校「食育」検証結果

※本事例は、別添ＣＤ「学校における食育の手引」に掲載しています。
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・行動変容を成功させるプロになる栄養教育スキルアップブック（赤松利恵編）

・自信、やる気、確かな自我を育てるために－子供の自尊感情・自己肯定感を
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子 ど も た ち の 健 や か な 成 長 と 幸 せ を 願 っ て


